
●　遺言書・遺産相続の手続 
●　会社設立・建設業許可 
●　成年後見・各種申請書作成 
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開所日時のお知らせ第１２１号
毎週月曜日から金曜日及び毎月第１
・３土曜日（年末年始、祝祭日を除く）
午前８時３０分～午後５時（水曜日は
午後７時３０分まで）
なお、第１・３土曜日及び水曜日の
午後５時以降は、一部取扱いできない
業務があります。

�
飾
区
で
は
急
速
に
高
齢
化
が

進
み
、
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割

合
は
２０
％
を
超
え
、
高
齢
に
よ
る

認
知
症
の
方
も
増
え
つ
つ
あ
り
ま

す
。判

断
能
力
が
十
分
で
な
い
認
知

症
や
知
的
障
害
等
の
方
は
、
自
分

の
財
産
管
理
や
生
活
に
関
わ
る
福

祉
手
続
き
な
ど
を
行
う
こ
と
が
困

難
で
あ
っ
た
り
、
悪
徳
商
法
の
被

害
に
あ
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
方
が
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
生
活
が
続
け
ら

れ
る
よ
う
、
本
人
を
保
護
し
、
支

援
す
る
の
が
、
�
飾
区
の
支
援
を

受
け
て
社
会
福
祉
協
議
会
が
開
設

す
る
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
か
つ
し

か「
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
」で
す
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
、
福
祉
サ

ー
ビ
ス
や
財
産
管
理
に
関
す
る
困

り
ご
と
の
相
談
な
ど
を
、
弁
護
士

等
の
専
門
家
が
お
受
け
す
る
と
と

も
に
、
預
貯
金
通
帳
・
印
鑑
や
権

利
書
な
ど
の
預
か
り
や
日
常
生
活

費
の
引
き
出
し
・
お
届
け
サ
ー
ビ

ス
を
行
い
、
ま
た
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
手
続
の
代
行
等
を
行
い

ま
す
。

困
り
ご
と
の
例
は
…

◎
高
齢
で
、
介
護
保
険
の
手
続
が

良
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

◎
高
齢
で
、
悪
徳
リ
フ
ォ
ー
ム
商

法
等
の
被
害
が
心
配
で
す
。

◎
高
齢
で
、
預
金
通
帳
や
印
鑑
を

家
に
置
く
の
が
不
安
で
す
。

◎
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
金
銭
管

理
が
心
配
で
す
。

◎
高
齢
で
、
今
後
の
財
産
管
理
の

こ
と
が
心
配
で
す
。

こ
の
よ
う
な
不
安
や
心
配
の
あ

る
方
、
ま
た
は
、
そ
の
ご
家
族
の

方
の
相
談
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

成
年
後
見
制
度
講
演
会

開
催
の
お
知
ら
せ

◆
講
演

「
成
年
後
見
制
度
っ
て

な
ん
だ
ろ
う
」
〜
制
度
の

仕
組
み
と
活
用
事
例
〜

講
師：

吉
田

崇
成
氏

（
司
法
書
士
）

◆
日
時

９
月
３０
日
�

午
後
２
時
〜
４
時

◆
会
場

ウ
ェ
ル
ピ
ア
か
つ
し
か

１
階
ひ
が
ほ
り
め
も
り
あ

る
ほ
ー
る

（
堀
切
３
‐
３４
‐
１
）

◆
定
員

８０
名（
先
着
順
）

◆
お
申
込
み

当
日
、
会
場
へ
直
接
お

越
し
く
だ
さ
い
。

相談のお申込み・お問い合わせ先

�飾区社会福祉協議会 権利擁護センターかつしか

「しっかりサポート」

〒１２４‐０００６ �飾区堀切３‐３４‐１
電話：５６７２‐２８３３

広告

セ
ン
タ
ー
の
愛
称
が

「「
しし
っっ
かか
りり
ササ
ポポ
ーー
トト
」」

に
決
ま
り
ま
し
た

◆
前
回
の
社
協
だ
よ
り
で
募
集
を

し
た
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
の
愛
称

が
「
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
」
に
決

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
愛
称
は
、
ご

応
募
を
い
た
だ
い
た
お
葉
書
や
電

子
メ
ー
ル
を
参
考
に
、
理
事
会
で

決
定
し
た
も
の
で
す
。
多
数
の
ご

応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

センターの事業内容

利用料金

１ 相談事業

無 料

２ 成年後見制度の利用支援事業

無 料

３ 訪問援助事業

１時間
１，０００円
又は
１，５００円

１ケ月
１，０００円

１時間
１，０００円

利用方法

随 時

予約制

予め相談
内容を伺
います。

随 時

契約に基
づくサー
ビス提供

社協とご
契約いた
だきます。

内 容

福祉サービスに関する相談や、財産の管理などに関する相
談を電話や窓口でお受けします。

福祉サービスに関する権利侵害や成年後見制度の利用、遺
言・相続などについて、専門家（弁護士・司法書士）による
相談をそれぞれ月１回行います。
毎月 第２木曜日 司法書士

第４木曜日 弁護士
午後１時から４時まで
祝日の場合はお休みとなります。

成年後見制度は、判断能力が不十分な方を不利益から守るために、その財産管
理と身上監護（※）を行う後見人等を家庭裁判所が選任するものです。
後見人等は、本人が財産管理や契約締結等を行うのが難しい場合に、本人に代

わってそれらの行為を行ったり、本人が誤った判断に基づいて締結した契約の取
り消しなどを行います。
この制度の説明や制度に関する情報提供などを行うとともに、成年後見申立を

する方に、その手続き方法の説明や手続きのお手伝いを行います。

※本人の生活・医療・介護・福祉など本人の身のまわりの事柄にも目を配りなが
ら本人を支援すること。

年金や福祉手当などの受領手続き、医療費・税金・社会保
険料・公共料金の支払い手続き、日常生活に必要な預金の払
い出しなどを行います。

預貯金通帳、印鑑、証書、権利書等を預かり、安全に保管
します。

福祉サービス利用の手続き、利用料支払いの代行等を行い
ます。

種 類

①一般相談

②専門相談

①日常的な金銭
管理

②通帳等の預か
りサービス

③福祉サービス
利用手続きの
援助

ホームページ http : //www.katsushika-shakyo.com

〒１２４‐０００６ �飾区堀切３‐３４‐１
地域福祉・障害者センター（ウェルピアかつしか）
ＴＥＬ５６９８－２４１１（代表）ＦＡＸ５６９８－２５１３
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社
協
の
福
祉
活
動
や
事
業
を

地
域
住
民
主
体
で
す
す
め
る
た

め
の
『
福
祉
協
力
委
員
会
』
が
、

６
・
７
月
に
区
内
１９
地
区
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

８
５
１
名
の
福
祉
協
力
委
員

（
自
治
町
会
役
員
、
民
生
委
員

児
童
委
員
、
地
域
福
祉
に
熱
意

の
あ
る
方
等
）
の
皆
さ
ん
に
は
、

７
月
か
ら
１０
月
に
か
け
て
お
住

ま
い
の
地
域
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
『
社
協
事
業
の
Ｐ

Ｒ
』『
会
員
増
強
』『
会
費
収

納
』
等
、
地
域
福
祉
の
向
上
に

ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ

く
会
費
は
、
社
協
の
行
う
福
祉

事
業
を
支
え
る
重
要
な
資
金
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

地
域
福
祉
を
よ
り
一
層
充
実

す
る
た
め
、
多
く
の
方
々
に
ご

理
解
を
い
た
だ
き
、
社
協
会
員

と
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
年
会
費

正
会
員

一
口

１
、
０
０
０
円
以
上

特
別
会
員

一
口
１
０
、
０
０
０
円
以
上

※
会
員
の
お
申
込
み
は
、
直
接

社
協
事
務
所
で
も
受
付
し
て
い

ま
す
。

※
郵
便
振
込
で
の
お
申
込
み
は

・
口
座
番
号
０
０
１
５
０
‐
４

‐
３
７
１
２
１
０

・
加
入
者
名

社
会
福
祉
法
人

�
飾
区
社
会
福
祉
協
議
会

◇
お
問
い
合
わ
せ

振
興
課

�
５
６
９
８
‐
２
４
１
１

〈
生
活
福
祉
資
金
〉

こ
の
制
度
は
、
金
融
機
関
や
公
的
貸

付
制
度
な
ど
他
か
ら
の
借
入
が
困
難
な

世
帯
の
生
活
の
安
定
と
経
済
的
自
立
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
行
う
貸
付
制
度
で

す
。

◆
対
象（
収
入
基
準
等
あ
り
）

①
低
所
得
世
帯

②
障
害
者
世
帯

③
高
齢
者
世
帯

◆
資
金
種
類

療
養
・
介
護
等
資
金
、
修
学
資
金
、

福
祉
資
金
（
転
宅
、
葬
祭
費
ほ
か
）
等
、

計
７
種
類
の
資
金
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
各
資
金
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
条

件
や
限
度
額
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
連
帯
保
証
人

１
名
必
要

〈
そ
の
他
の
資
金
〉

一
時
的
に
生
計
の
維
持
が
困
難
と
な

っ
た
場
合
の
緊
急
小
口
資
金
や
失
業
に

よ
り
生
計
の
維
持
が
困
難
と
な
っ
た
世

帯
へ
の
離
職
者
支
援
資
金
、
低
所
得
の

高
齢
者
世
帯
に
対
し
て
の
不
動
産（
自

己
所
有
の
土
地
・
建
物
）を
担
保
と
し

た
長
期
生
活
支
援
資
金
も
あ
り
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ

振
興
課

�
５
６
９
８
‐
２
４
１
１

貸
付
制
度
の
ご
案
内

今回もたくさんの善意のご寄付をありがとうございました。
皆さまからいただいたご寄付は、社協の貴重な財源として、地域
福祉を推進していくための事業に活用させていただきます。
掲載につきましては細心の注意を払っておりますが、万一誤字等
がございましたら、ご容赦願います。（順不同・敬称略）

本会への福祉事業資金として
○ビューティさちこ ２０，２２９円

○俳画宗月会 １０，０００円

○�飾シルバースイマーズ
２０，０００円

○（社）倫理研究所家庭倫理の会

�飾区 １００，０００円

○心ふれあう住み良い町づくり

会長 田山元章 ６５，７５０円

○牧野貞夫（奥戸２） １００，０００円

○（故）沖山賢三郎

沖山あい ２００，０００円

○パチンコ一福 ２００，０００円

○（Ｎ）水元ネイチャープロジェクト

４，５００円

○わかばかつしか １９，０３０円

○白鳥東寿会 ３６，３６５円

○�飾法人会堀切南支部ＦＧ会
３０，５００円

○大和ホーム（株） ３９，７５７円

○ブウちゃんアミーゴス

５０，０００円

○東立石さくらまつり実行委員会

８８，０００円

○東立石さくらまつり

興産ひまわり会 ２０，０００円

○東立石さくらまつり興産信用金庫

立石支店 ３，０００円

○東立石さくらまつり

山梨県人会 １０，０００円

○高砂みのり会グラウンドゴルフ部

１０，８００円

○青木英夫（青戸４） ５０，０００円

○あやめ会 １０，０００円

○�飾交通安全協会高砂南支部
４００，０００円

○平和橋町会 ２３４，８５０円

○点字グループ・アイ ３，０００円

○�飾区観光協会鎌倉支部
３５，４８７円

○錦裕会 ３０，０００円

○�飾小品盆栽会 ６，５６０円

○ボーイスカウト�飾第７団
５，０００円

○水元公園�飾菖蒲まつり
実行委員会 ２２８，６０３円

○メヌエット花の会 １００，０００円

○堀切五丁目商和会 １０，９００円

○カトレア美容室 １０，０００円

○家庭倫理の会�飾区
東京高砂支部 ２５，０００円

○（株）国際貿易 １００，０００円

○すみっこの会 １０，０００円

○亀参まつり実行委員会

１０，０００円

○�飾ASA連合会６月上映会
１０，６３９円

○（株）マルトモ ５８，６５１円

○（株）イワキ もっくの仲間たち

１０５，１８０円

○奥戸二丁目町会婦人部

１０，０００円

○サロンコンサートの会

レヴーリ １６，６８４円

○小松栄一（亀有３） ８８０，０００円

○匿名 １１件 ２，５１６，８８５円

施設等への寄付として
○�飾明るい社会づくりの会

６００，０００円

○村山和夫（立石８） ３０，０００円

○（株）国際貿易 ３００，０００円

善善意意ののごご寄寄付付 平成１８年５月１日～７月３１日まで

１０
月
１
日
か
ら
赤
い
羽
根
共

同
募
金
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

社
協
は
�
飾
地
区
協
力
会
と

し
て
、
自
治
町
会
等
の
協
力
を

得
て
、
募
金
活
動
を
す
す
め
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
募
金
は
、
東

京
都
共
同
募
金
会
を
通
じ
て
、

区
内
福
祉
施
設
等
に
配
分
さ
れ
、

施
設
整
備
費
、
行
事
費
等
、

様
々
な
福
祉
事
業
に
有
効
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ

振
興
課

�
５
６
９
８
‐
２
４
１
１

赤
い
羽
根
共
同
募
金

運
動
が
は
じ
ま
り
ま
す
！

あ か い は ね

www.akaihane.or.jp
募金の使いみちはすべて、ホームページに掲載されています。

２００６年（平成１８年）８月２５日（２）� 飾 社 協 だ よ り（第１２１号）



地
域
の
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
！

地地
域域
のの
ササ
ポポ
ーー
タタ
ーー
募募
集集
！！

社
協
で
は
、
身
近
な
地
域
の
中
で

「
共
に
支
え
合
い
助
け
合
う
」
活
動
を

通
じ
て
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

地
域
の
子
育
て
を
支
援
す
る
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
や
、

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
な
ど
の
家
事

を
援
助
す
る「
し
あ
わ
せ
サ
ー
ビ
ス
」で

は
、
地
域
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

ど
ち
ら
の
事
業
も
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
方
が
不
足
し

て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
地
域
の
活
動
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

〈
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
〉

仕
事
の
都
合
や
急
な
用
事
な
ど
で
一

時
的
に
お
子
さ
ん
（
生
後
６
ヶ
月
か
ら

小
学
３
年
生
ま
で
）
の
育
児
に
困
っ
た

時
、
保
護
者
に
代
わ
り
、
保
育
園
へ
の

送
迎
や
自
宅
で
預
か
る
な
ど
の
、
育
児

支
援
が
で
き
る
方（
サ
ポ
ー
ト
会
員
）を

募
集
し
て
い
ま
す
。

登
録
後
、活
動
を
す
る
前
に
研
修
を

受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
（
９
月
２９
日
�
、

３０
日
�
の
２
日
間
、
い
ず
れ
も
受
講
）。

◇
登
録
の
方
法
な
ど
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

援
護
課

よ

い

こ

い

ち

ば

ん

�
５
６
９
８
‐
４
１
５
１

〈
し
あ
わ
せ
サ
ー
ビ
ス
〉

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
、
妊
産
婦
、

在
宅
療
養
中
の
方
な
ど
が
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た

め
に
、
掃
除
や
食
事
作
り
な
ど
の
家
事

援
助
が
で
き
る
方（
協
力
会
員
）を
募
集

し
て
い
ま
す
。
協
力
会
員
の
登
録
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
い
ず
れ
か
１

回
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

◆
登
録
説
明
会
日
程

①
９
月
５
日
�
午
前
９
時
３０
分
〜

②
１０
月
１９
日
�
午
前
９
時
３０
分
〜

◆
会
場

ウ
ェ
ル
ピ
ア
か
つ
し
か
１
階
社
協
研

修
室

◆
登
録
に
必
要
な
も
の

①
ご
本
人
名
義
の
郵
便
貯
金
通
帳
の

記
号
・
番
号
の
控
え
及
び
口
座
届
出
印

②
健
康
保
険
証
ま
た
は
運
転
免
許
証

◇
お
問
い
合
わ
せ

援
護
課

�
５
６
９
８
‐
３
２
０
３

第
４１
回

高
齢
者
作
品
展
開
催
！

毎
年
秋
の
恒
例
と
な
っ
て
い
る
作
品

展
で
す
。
作
品
の
展
示
を
通
し
、
相
互

に
交
流
し
て
健
康
で
楽
し
い
人
生
を
過

ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
開
催
し
て
い

ま
す
。

会
場
に
は
高
齢
の
方
々
が
長
年
の
経

験
や
技
術
、
趣
味
な
ど
を
生
か
し
て
創

作
し
た
書
・
絵
画
・
写
真
・
手
工
芸
品

な
ど
約
３
０
０
点
を
展
示
し
ま
す
。
例

年
、
力
作
揃
い
で
す
の
で
、
皆
さ
ま
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
是
非
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

◆
日
時

９
月
３０
日
�
〜
１０
月
２
日
�

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

◆
会
場

テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
か
つ
し
か

２
階
大
ホ
ー
ル（
青
戸
７
‐
２
‐
１
）

入
場
無
料

◆
展
示
作
品

の
募
集

区
内
在
住

の
６５
歳
以
上

の
方
で
、
出

品
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、

９
月
４
日
�

ま
で
作
品
の

募
集
を
し
て

い
ま
す
。

な
お
、
会

場
ス
ペ
ー
ス

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
３
０
０
点

に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

振
興
課

�
５
６
９
８
‐
２
４
１
１

交
通
遺
児
等
の
小
・
中
学
生
へ

〜
図
書
券
を
お
贈
り
し
ま
す
〜

交
通
遺
児
等
の
方
の
成
長
を
願
う
と

と
も
に
、
勉
学
の
向
上
を
応
援
す
る
た

め
図
書
券
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

◆
対
象

区
内
在
住
で
、
交
通
事
故
や
病
気
等

に
よ
り
両
親
ま
た
は
父
母
の
い
ず
れ
か

を
亡
く
さ
れ
た
小
・
中
学
生

◆
申
込
方
法

次
の
書
類
を
持
参
も
し
く
は
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

①
申
請
書

②
死
亡
の
確
認
で
き
る
書
類
（
除
住

民
票
、
戸
籍
謄
本
・
抄
本
、
死
亡
診
断

書
等
）

③
保
護
者（
同
居
者
）で
あ
る
こ
と
を

証
明
す
る
住
民
票
（
家
族
全
員
の
住
民

票
）

※
前
年
度
の
申
請
者
で
今
年
度
送
付
を

希
望
さ
れ
た
方
に
は
、
申
請
書
類
を
送

付
い
た
し
ま
す
。

◆
申
込
期
間

９
月
２５
日
�
〜
１０
月
６
日
�（
必
着
）

ま
で

◆
贈
呈
額

小
学
生

５
、
０
０
０
円
相
当

中
学
生

１
０
、
０
０
０
円
相
当

◇
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

振
興
課

�
５
６
９
８
‐
２
４
１
１

区
内
の
訪
問
介
護
事
業
所
で

働
く
訪
問
介
護
員
（
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
）
を
対
象
に
、
よ
り
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
目
指

し
て
、
初
任
者
と
経
験
者
向
け

の
実
践
的
な
研
修
を
行
い
ま
す
。

〈
初
任
者
コ
ー
ス
〉

◆
対
象

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
と
し

て
従
事
す
る
予
定
の
方
、
ま
た

は
従
事
し
て
か
ら
概
ね
１
年
以

内
の
方

◆
日
時

１０
月
４
日
�
と
６
日
�
の
２

日
間午

前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時

３０
分

◆
内
容

法
改
正
後
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

責
任
者
の
新
た
な
役
割
に
つ
い

て
他

〈
経
験
者
コ
ー
ス
〉

◆
対
象

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
と
し

て
従
事
し
て
い
る
方
で
、
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
と
お
考

え
の
方

◆
日
時

１１
月
上
旬
の
２
日
間

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時

３０
分

◆
内
容

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
の
役

割
、
チ
ー
ム
ケ
ア
に
つ
い
て
、

管
理
業
務
に
つ
い
て

各
コ
ー
ス
と
も

◆
定
員

５０
名

◆
会
場

ウ
ェ
ル
ピ
ア
か
つ
し

か
１
階
ひ
が
ほ
り
め
も
り
あ
る

ほ
ー
る

◆
費
用

２
、
６
０
０
円

◆
申
込
方
法

区
内
の
訪
問
介
護
事
業
所
に
、

詳
し
い
案
内
を
送
付
い
た
し
ま

す
の
で
、「
受
講
申
込
書
」に
ご

記
入
の
う
え
、
９
月
２０
日
�
ま

で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、

選
考
の
う
え
受
講
を
決
定
し
、

通
知
い
た
し
ま
す
。

◆
申
込
先

�
５
６
９
８
‐
２
５
１
３

◇
お
問
い
合
わ
せ

援
護
課

�
５
６
９
８
‐
３
２
０
３

訪訪
問問
介介
護護
員員
レレ
ベベ
ルル
アア
ッッ
ププ
研研
修修
のの
ごご
案案
内内

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社
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よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
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社
協
の
情
報
を
、
よ
り
多
く

の
区
民
の
方
々
に
お
届
け
す
る

た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
社
協

だ
よ
り
の
点
字
版
と
録
音
版
を

発
行
し
て
い
ま
す
。

ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
い
合
わ
せ

振
興
課

�
５
６
９
８
‐
２
４
１
１

（第１２１号）� 飾 社 協 だ よ り（３）２００６年（平成１８年）８月２５日
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語ることによって心は癒され、話すことによって人は前進する 

ＴＥＬ．０３－３６０７－４０９０ 
〒１２５－００４２　�飾区金町３－４１－２０ 

　家庭内のもめごと、子供のしつけや教育の悩み、自分が嫌い、人目
が気になる、将来が不安、何かさびしい、いらいらする、泣きたいのに
泣けない、死にたくなる、親しい人やペットに死なれて悲しくつらい 
（財）日本カウンセリング・センター世話人による面談です 

こんな時ご相談下さい 
�飾区金町 ２－１４－１３ 竹山ビル１階 

金町駅 

京
成
金
町
駅 

株式会社ベンリ－ 

りそな銀行 

幼稚園 
養護学校 

中学校 

南口 

国道六号線 
至松戸 

至青戸 

京
成
線 

千代田線 至
北
千
住 

至
松
戸 

至
柴
又 

かつしかボランティアセンター
〒124―0006 地域福祉・障害者センター
�飾区堀切３－３４－１ （ウェルピアかつしか）内

ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
はは
じじ
めめ
てて
体体
験験
講講
座座

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

意
義
や
、
活
動
に
お
い
て

必
要
と
な
る
基
礎
的
動
作

を
学
習
す
る
と
と
も
に
、

実
際
の
活
動
者
か
ら
話
し

を
聴
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
は
じ
め
る
き
っ
か

け
と
す
る
た
め
、
開
催
い

た
し
ま
す
。

◆
日
程

（
下
表
）

◆
対
象

区
内
在
住
の
高
校
生
以

上
の
方

◆
定
員

２０
名
（
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

◆
受
講
料

無
料

◆
会
場

ウ
ェ
ル
ピ
ア
か

つ
し
か
（
堀
切
３
‐
３４
‐

１
）
１
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
室

◆
申
込
方
法

希
望
者
は
、
往
復
ハ
ガ

キ
に
「
体
験
講
座
」・
住

所
・
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、９
月
２２
日
�（
必
着
）

ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

※
１
回
の
み
の
参
加
も
可

要
約
筆
記
入
門
講
座

〜
聞
こ
え
な
い
方
へ
の
情
報
を
保
障
す
る
手
段
と
し
て
〜

◆
日
程

（
下
表
）

◆
時
間

午
後
２
時
〜
４
時

◆
会
場

ウ
ェ
ル
ピ
ア
か
つ
し

か（
堀
切
３
‐
３４
‐
１
）

１
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
室

◆
対
象

区
内
在
住
・
在
勤
で
要
約
筆

記
を
通
じ
て
地
域
で
の
福
祉
活

動
に
参
加
で
き
る
方

◆
定
員

２０
名
（
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

◆
受
講
料

無
料（
教
材
費
は
自
己
負
担
）

◆
申
込
方
法

希
望
者
は
、
往
復
ハ
ガ
キ
に

「
要
約
筆
記
講
座
」・
住
所
・

氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・
年
齢
・
電

話
番
号
・
区
内
在
勤
の
場
合
は

勤
務
先
の
所
在
地
を
記
入
し
、

９
月
２２
日
�（
必
着
）ま
で
に
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
・
障
害
の
あ
る
方
へ

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

（
全
３
回
）

◆
日
時

１０
月
２
日
�
、
６
日
�
、
１１

日
�午

後
２
時
〜
４
時

◆
会
場

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温

水
プ
ー
ル（
高
砂
１
‐
２
‐
１
）

◆
対
象

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で

６５
歳
以
上
の
方
、
ま
た
は
１５
歳

以
上
で
障
害
の
あ
る
方

◆
参
加
費

５
０
０
円（
行
事
保
険
料
）

◆
定
員

３０
名
（
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

◆
申
込
方
法

希
望
者
は
、
往
復
ハ
ガ
キ
に

「
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
」

・
住
所
・
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・

年
齢
・
電
話
番
号
・
障
害
の
あ

る
方
は
そ
の
程
度
を
書
い
て
、

９
月
１９
日
�（
必
着
）ま
で
に
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
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ボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボ
ララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララ
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◆
日
時
・
内
容

１０
月
１５
日
�

�
被
害
想
定
に
つ
い
て
（
講

師：

�
飾
区
防
災
課
職
員
）

�
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

つ
い
て

１０
月
２２
日
�

�
本
所
防
災
館
で
の
地
震
や
暴

風
雨
な
ど
の
災
害
体
験

１０
月
２９
日
�

�
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

午
後
１
時
〜
４
時（
予
定
）

※
１０
月
２２
日
の
み
午
後
３
時
終

了
予
定

◆
会
場

本
所
防
災
館
ほ
か

◆
対
象

高
校
生
以
上

◆
定
員

３０
名
（
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

◆
受
講
料

無
料

◆
申
込
方
法

希
望
者
は
、
往
復
ハ
ガ
キ
に

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」

・
住
所
・
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・

年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記

入
し
、
１０
月
２
日
�（
必
着
）ま

で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
会
場
等
詳
細
は
別
途
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

第
２
回
ウ
ェ
ル
ピ
ア
ま
つ
り

開
催
日（
１２
月
３
日
）決
定
！

今
年
度
の
ウ
ェ
ル
ピ
ア
ま
つ
り
は
、
ウ

ェ
ル
ピ
ア
か
つ
し
か
内
の
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど

が
合
同
で
開
催
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
社
協
だ
よ
り
第
１

２
２
号（
１１
月
２５
日
発
行
）に
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。こ

の
紙
面
の
講
座
の

お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

〒
１２４
‐
０００６

堀
切
３
‐
３４
‐
１

か
つ
し
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

�
５
６
９
８
‐
２
５
１
１

広 告

内 容
聴覚障害者とは
中途失聴・難聴者のコミュニケーション
要約筆記の目的・三原則
日本語の特徴
要約筆記の表現
話しことばの要約�
話しことばの要約�
チームでの情報保障�
チームでの情報保障�
福祉制度としての要約筆記

この講座は、「�飾・中途失聴者・友の会」との共催で行います。

月 日
１０月４日�
１０月１１日�
１０月１８日�
１０月２５日�
１１月１日�
１１月８日�
１１月１５日�
１１月２２日�
１１月２９日�
１２月６日�

回
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０

内 容
◎講義「ボランティアってなんだろう？」
講師：小倉 常明（淑徳大学助教授）

◎体験学習「街に出よう！」
①車いすの基本操作の学習、介助体験
②ブラインドウォーク体験

◎事例報告「メイクボランティア活動とは」
～メイクボランティア体験～

講師：黒川 多美子（プルメリア）
◎ボランティアセンターとはどんな所か？

時 間

１３：３０～１５：３０

１３：３０～１６：００

月 日

９月３０日�

１０月７日�

１０月１４日�

回

１

２

３

次回発行日は、平成１８年１１月２５日の予定です。

5698‐2511
5698‐2512

２００６年（平成１８年）８月２５日（４）� 飾 社 協 だ よ り（第１２１号）


